
～ダイバーシティ到来～

自社で取り組める多様な
人材組織作りセミナー

採用力向上セミナー

経営企画分科会主催

SIER協会会員限定
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レガシープロジェクツ株式会社
代表取締役 前田 茂雄

【略歴】

三重大学卒業後、ITベンチャー企業を経て、

大手総合人材サービス2社、にて、新卒採用領域、中途採用領域を

求人広告、人材紹介モデルにおける法人営業を経験。

地方自治体向け新規事業開発、地方企業向けサービス開発を責任者
ののち、2020年6月に起業。

採用難易度の高い職種にこそ、気持ちを入れて取り組むダイレクト
リクルーティングマーケティングと採用代行（RPO)事業を注力中。
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※テーマが選ばれる背景
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ダイバーシティ到来。自社で取り組める多様な人材組織作りセミナーです。

SDGS、多様な人材が活躍できる社会へ！

毎日のように新聞、マスコミをにぎわすテーマの１つがダイバーシティ。

しかしどうすればいいか…と悩んでいる経営者・人事責任者は多いのでは？

（未来にむけた組織を作る為に経営陣や人事にとって）必要な考え方を

基本に立ち返ってお話します。
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なぜ、ダイバーシ
ティに取り組んだ方
がいいのか？
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国は2016年以降、政策注目してきた

HTTPS://WWW.METI.GO.JP/POLICY/ECONOMY/JINZAI/DIVERSITY/KIGYO100SEN/PRACTICE/PDF/RH28PRACTICE.PDF 7



HTTPS://RC.PERSOL-GROUP.CO.JP/THINKTANK/RESEARCH/ACTIVITY/SPE/ROUDOU2030/ 8

2030年には
今の労働人口から

5%減少…だけど？



少子高齢化の影響

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/research/activity/spe/roudou2030/
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少子高齢化の影響

HTTPS://RC.PERSOL-GROUP.CO.JP/THINKTANK/RESEARCH/ACTIVITY/SPE/ROUDOU2030/ 10



HTTPS://RC.PERSOL-GROUP.CO.JP/THINKTANK/RESEARCH/ACTIVITY/SPE/ROUDOU2030/ 11



よく言われる理由①
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よく言われる理由②
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新規事業 BPO 人材採用 人材定着



時代の変化により、就業や雇用の目的が変割ってきている
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事例

 株式会社小坂工務店

 青森県三沢市

 従業員数43名（女性19名、外国人1名障碍者1名）

 住宅建築工事

 まったなしの改革が必要

 取組み

✓ 女性社員全員にヒアリングし、ライフイベント
対応、病気怪我、復職、短時間勤務、女性管理
職など

✓ 全員採用、インターンシップなど派生

HTTPS://WWW.METI.GO.JP/POLICY/ECONOMY/JINZAI/DIVERSITY/KIGYO100SEN/PRACTICE/PDF/RH28PRACTICE.PDF 16
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多様なバックグラウンドを持つ人材が定着する組織とは？

自分が受け入れられている、安心感

自分が働き続けられる、自信-承認
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多様なバックグラウンドを持つ人材が定着する組織とは？
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自己実現

欲求

承認欲求

所属欲求

安全欲求

生理的欲求

動機づけ要因
➢ 達成
➢ 評価
➢ 成長
➢ やりがい
➢ 昇進 etc

衛生要因
➢ 待遇
➢ 福利厚生
➢ 就業場所
➢ （人間関係）etc

職務充実
✓ 責任・信頼を果たしたい
✓ 挑戦的に取り組みたい

働き手の欲求を満たす仕事環境
を整えてあげること

不満解消
✓ 目先の問題を潰し込みたい
✓ とにかく環境を変えたい

欲求、就業環境上の問題を
すぐに解決してあげること

マズローの5段階欲求 ハーズバークの2要因論 根本的なテーマとして



仕事・業務の流れの要件定義が大切

仕事の要件定義 → 仕事内容 ＆要件を果たす為に求められるコンピテンシー

外国人 女性 シニア 障碍者 副業/複業 長期インターン
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①社員に対するダイバーシティの教育

ダイバーシティを通じた意識改革から！“改革疲れ” ？変化に“酔ってしまっている”？

22
ダイバーシティを知らない社員は70% 知ってる人でも、認識はそれぞれ。



②社員同士のコミュニケーションがとりやすい環境の整備

ダイバーシティ導入による成果は、多様な人材の能力が引き出されていること。

23

分かりやすい評

価制度か？

評価

制度

監督者や上長と

の対話はなされ

ているか？

目標管

理制度

組織としてス

タッフを受け入

れている状況を

作れているか

受入れ

体制



③人材の個性にあわせた働き方ができる職場環境の整備
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個性の把握 能力の把握 個人の事情の把握

様々な背景を持つ個人同士がより共存しあうためには、現場での密な関係作り＆組織的支援が求められる



会社として取り組みたいポイント

ダイバーシティ推進は、経営陣の大号令で進むものではない。

全ての社員がダイバーシティの必要性と、ダイバーシティが推進されている状況を理解して、

組織一丸となって取り組めていることが大切です。
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目

的

組織一丸として取り組

むに値するワクワクな

状態目標を言語化する。

目

標

目的の達成にあたり、

必要な状態を定量的に

表現する。

課

題

目標の到達にむけたど

んな問題点が起こって

いるのか、を洗い出す。



事例②

HTTPS://WWW.METI.GO.JP/POLICY/ECONOMY/JINZAI/DIVERSITY/KIGYO100SEN/PRACTICE/PDF/RH28PRACTICE.PDF 26

女性“にも”基幹職やプロジェクトリーダーに就いてもらう
若手中心の全員採用チーム（インターンシップ）

トイレなど、施設環境を整える
有給制度、復職、などの人事労務面における制度導入・見直し
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人事戦略そのもの

 人材のマッチング

 人材の再配置

 人材が活きる制度と施策

 人材が活躍できる現場施策

HTTPS://WWW.METI.GO.JP/POLICY/ECONOMY/JINZAI/DIVERSITY/KIGYO100SEN/PRACTICE/PDF/RH28PRACTICE.PDF 28



人材が生かされれば、事業は進む

HTTPS://WWW.MHLW.GO.JP/STF/WP/HAKUSYO/ROUDOU/20/20-1.HTML 29

従業員満足度は、利益にも生産性にも影響がある



エンゲージメント

HTTPS://WWW.MHLW.GO.JP/WP/HAKUSYO/ROUDOU/19/DL/19-2.PDF 30

ワーカーホリ

ズム

ワーク・エン

ゲージメント

バーンアウト リラックス

仕事への
態度・認知
（否定的）

仕事への
態度・認知
（肯定的）

活動水準（高）

活動水準（低）

活力

熱意

没頭

「仕事から活力を得ていきいきとしている」（活力）、

「仕事に誇りとやりがいを感じている」（熱意）、

「仕事に熱心に取り組んでいる」（没頭）

の３つが揃った状態として定義される。



人材定着（エンゲージメント）に必要な分解要素
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仕事への理解
役割への前向きな姿勢、共感・理解

＋

安全安心な職場環境
健康的に、意欲的な活動ができる



ありがとうございました。
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https://www.torerun.net/

ご連絡先：レガシープロジェクツ株式会社
代表取締役 前田茂雄

電話番号：052-769-1730
（不在時：090-4234-5902）
メール先：shigeo.maeda@legapro.jp

会社住所：愛知県名古屋市名東区上社2-210北村第2ビル4E

無料の組織診断サービスです。
ご興味ありましたらどうぞご利用下さい。

https://www.torerun.net/

